




























他方で，1996 年 4 月 12 日，日米両政府は，米




























Intergenerational and Intragenerational Divisions of the Younger Generation in Okinawa: 
Focusing on the Social Consciousness of University Students with Okinawa Roots

















































































































































ここでは，まず筆者がおこなった 2017 年 9 月
から 2018 年 8 月まで聞き取り調査について見て
いく。聞き取り調査については，合計 12 名のイ
ンフォーマントのデータを用いる。調査地につい























就職者数は，70 年が 2,865 人，71 年が 2,740 人
であり，また神奈川県は 70 年には 2,421 人，71
年には 2,253 人となっている。これに対して愛知














た。特に，E，F，G の 3 名が特徴的であった。E
は，琉球独立について「独立するというのはあく
まで手段であって，目的ではないと思っています」























出身 年齢 性別 属性 調査実施日 調査場所
A 宜野湾市 19 男性 大学生 2017/10/29 愛知
B 宜野湾市 19 男性 大学生 2017/10/31 愛知
C 那覇市 23 男性 大学生 2017/12/9 愛知
D 名護市 21 男性 大学生 2017/12/9 愛知
E 沖縄市 21 女性 大学生 2017/12/29 愛知
F 西原町 21 男性 大学生 2018/3/17 愛知
G 糸満市 22 男性 大学生 2018/8/9 愛知
H 宜野湾市 19 男性 大学生 2018/2/16 沖縄
I 宜野湾市 23 女性 会社員 2018/2/22 沖縄
J 北谷町 20 女性 大学生 2018/2/22 沖縄
K 読谷村 21 女性 大学生 2018/2/24 沖縄







































る必要がある，と述べていた（2018 年 9 月 6 日
聞き取り調査より）。
2・2　質問紙調査の概要と結果
次に，筆者が 2018 年 7 月におこなった質問紙
調査について見ていく。筆者は，沖縄にある 3 つ
の大学で質問紙調査をおこなった。サンプル数は
199 名であり，そのうち X 大学 4 名，Y 大学 16 名，
Z 大学 179 名となっている。サンプルには沖縄県







2018 年 7 月 7 日に X 大学での調査後，2018 年







独立に賛成か反対か Z大学（178 名） Y大学（15 名）
1. 賛成 3名 0名
2. どちらかといえば賛成 7名 2名
3. どちらかといえば反対 59 名 6名
4. 反対 58 名 4名
5. どちらとも言えない 25 名 3名
6. わからない 23 名 0名






















3 つの大学のうち，まず Y 大学と Z 大学でおこ
なった質問紙調査で得られたデータから見てい
く。表 2 を見ると，独立賛成派は Y 大学と Z 大
学を合わせて 12 名である。対して，独立反対派
は 127 名である。それ以外が 51 名となっている。
また，X 大学について自由記述から判断すると賛












































































































































































































前 に は 30.4 ％ だ っ た が， 復 帰 直 後 は 15.5 ％，




















































































































































































































なわれたものである。2017 年の 4 月 21 日から
23 日までの期間に全国で同時に電話調査をおこ




























必要だ やむを得ない 必要でない かえって危険だ わからない，無回答











































必要だ やむを得ない 必要でない かえって危険だ わからない，無回答




















��~��歳 ��代 ��代 ��代 ��代以上
容認派 否定派
















































きるだろう。2018 年 8 月 8 日，翁長雄志知事が
死去したことに伴い，選挙が実施された。2018














図 4 と図 5 は，朝日新聞が 2018 年沖縄県知事
選挙の投開票日に沖縄タイムス，琉球朝日放送と
共同でおこなった出口調査の結果である 7）。年代
別で見ると，18 歳から 29 歳では，40 代以上の
人と比べて佐喜真氏に投票した，と答える人の割
合が多くなっている。特に 18 歳から 29 歳では佐
喜真氏に投票した人が，玉城氏に投票した人を上
回っていることがわかる。
図 5 を見ると，40 代以上で「基地問題」を重
視した人が多く，45% であった。30 代以下では「基
地問題」が 40％，「経済の活性化」が 42％とほぼ


















































































































と 民 主 主 義 の た め の 学 生 緊 急 行 動（Students 
































































































































































































































































































































県は，東京 547 人（8.7％），福岡 346 人（5.5％），大阪
207 人（3.3％），神奈川 186 人（2.9％），千葉県 163 人























2019 年の入域観光客数は 10,163,900 人であった。







る政党や団体」の 4 択であった。しかし，図 5 では「人
柄や経歴」「支援する政党や団体」および「無回答」の
結果は省略されている。
























河野啓 2017 「沖縄米軍基地をめぐる意識 沖縄と全国」『放
送研究と調査』8 月号
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太田出版
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査から」『現代思想』11 月号，青土社
上間陽子 2017b 『裸足で逃げる　沖縄の夜の街の少女たち』
太田出版
上間陽子 2018 「私たちには見えない人びとの存在とその
ネットワーク　沖縄の若年出産女性から」『世界』9 月号，
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縄的共同体の社会学』ナカニシヤ出版
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